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神夜良比夜良比

「やらひ」は「遣らふ」で、追いやる、追放する、の意

神夜良比夜良比

（イザナギ大神に追いやられ、追放されたので）



参上耳無異心 まゐりのぼりに けしこころなし

尓天照大御神詔 あまてるかみの のらさくは

然者汝心之清 しからばなれの こころのきよく

明何以知 あきらかなるを なにもちてしる

須佐之男命は「オイラには、やましい心はない」と言った。
天照大御神は「ならばそれをどうやって証明するのだ」と言った。

悪魔の証明（消極的事実の証明）

「存在しないことを証明するのは非常に難しい、または不可能」
「〇〇は存在しないことを証明しろ」といわれても、
その証明は極めて困難、ないし不可能であることをいう。



１ 宇宙人は存在しないことを証明しろ
地球上だけでなく宇宙全体を調査し、どこにも宇宙人がいないことを確認するのは不可能。
「宇宙人がいる」と主張する側は、たった一つの証拠（例えば宇宙人の写真や捕獲）を示せばよい。

２ 幽霊の存在
すべての場所、すべての時間において幽霊が現れないことを証明するのは不可能。

 「幽霊はいる」との主張は、幽霊の姿を撮影するなど、何らかの証拠を示せばよい。

「悪魔の証明」の由来

魔女裁判などで使われた論法とされる。

「あなたは悪魔と契約していないことを証明しろ」と言われても、それを証明する方法はない。
結果、疑われた人はすべて有罪となる。

現代における「悪魔の証明」
法律の世界

「犯人ではないことを証明しろ」と言われても、アリバイがない限り完全に証明するのは難しい。

そのため、近代法では「無罪の推定（疑わしきは罰せず）」が基本原則になっている。
ネット上の議論

「あなたは不正をしていないことを証明しろ」と言われても、不正をしていないことを証明するのは
困難。しかし、不正をしていると主張する側は、証拠を示せばよい。

悪魔の証明の例



天照大御神は最高神。

最高神とは、時空を超越した御存在。

すべてわかっていて、

なぜ天照大御神は

「悪魔の証明」を求めたのだろう？

しかも須佐之男命は、

もっとも信頼に足る、実の弟。


